
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

東京新聞（朝刊） 

 ＪＲ東労組は、「新たなジョブローテーションの実施」提案に対して、４月１

２日「解明申し入れ（その１）」を提出しました。 

 利用者に対する安全・サービス品質の向上をめざすことはもとより、現場で働

く組合員にとって、これまで培ってきた「チームで守る鉄道の安全」を基礎に、

サービスレベル、働きがいを向上させる施策にするために、職場からの意見集約

を行い、解明申し入れを行っています。 

 労働組合の存在意義を職場から深め、新聞記事にあるように、人命尊重のため

にも企業のチェック機能を果たす労働組合となることが求められています。 
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